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一般質問（要旨）
第
２
回

定
例
会

経営改善が急務な県立中央病院

茨城交通湊線（ひたちなか市） 資源復活を目指すヤマトシジミ

●
質
問
者

常
井　

洋
治

（
自
由
民
主
党
）

佐
々
木
忠
男

（
民　

主　

党
）

石
田　
　

進

（
自
由
民
主
党
）

議
員
（
自
民
）　

地
場
の
農
産
物
を
学

校
給
食
に
活
用
す
る
こ
と
は
教
育
的
観

点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
本
県
は
全
国

に
誇
る
農
産
物
が
多
い
農
業
県
で
あ
る

が
、
学
校
給
食
へ
の
県
産
農
産
物
の
利

用
割
合
が
高
く
は
な
い
。
今
後
の
活
用

促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長  

栄
養
教
諭
が
中
心
に
な
り
活

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
給
食
の
実
施

主
体
で
あ
る
市
町
村
の
担
当
者
な
ど
に

積
極
的
な
導
入
を
奨
励
し
て
い
る
。
ま

た
、
農
林
水
産
部
と
も
連
携
し
な
が
ら

生
産
者
、
流
通
業
者
、
学
校
な
ど
が
密

接
な
連
携
を
図
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

議
員　

利
根
川
で
は
、
近
年
、
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
の
漁
獲
量
が
激
減
し
て
お
り
、

今
後
、
何
ら
か
の
増
殖
手
段
を
講
じ
な

け
れ
ば
資
源
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
県
が
シ
ジ
ミ
増
殖
の
た
め
の
調

査
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長　

利
根
川
の
底
質
や
水

質
な
ど
の
漁
場
環
境
を
調
べ
、
稚
貝
の

放
流
に
適
し
た
場
所
や
大
き
さ
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
自
ら
が
放
流

に
適
し
た
種
苗
を
生
産
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
技
術
指
導
す
る
な
ど
、
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
資
源
復
活
に
向
け
た
調
査
に
漁

業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
医
師
確
保
対
策
、
神
栖
警

察
署
の
新
設
な
ど
も
質
問
）

大
高　

伸
一

（
自
由
民
主
党
）

小
池　
　

忠

（
自
由
民
主
党
）

飯
泉　
　

淳

（
自
由
民
主
党
）

議
員
（
自
民
）　

財
政
再
建
の
視
点
か

ら
も
、
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
間
接
リ
ー
ス
な
ど
新
た
な
手
法
を

導
入
し
て
早
期
に
着
工
す
べ
き
だ
。
ま

た
、
畜
産
試
験
場
跡
地
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
早
急

に
一
部
売
却
を
含
め
た
全
体
の
利
活
用

計
画
を
打
ち
立
て
る
べ
き
だ
。

知
事　

総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
は
、
間
接

リ
ー
ス
制
度
の
対
象
と
し
、
今
後
リ
ー

ス
業
者
へ
の
意
向
調
査
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
早
期
処
分
に
努
め
る
。
畜
産
試

験
場
跡
地
は
、
笠
間
市
と
十
分
協
議
し

た
う
え
で
、
利
活
用
方
針
を
決
定
し
、

一
部
の
売
却
を
進
め
た
い
。

議
員　

今
後
の
中
央
病
院
の
あ
り
方
、

産
科
及
び
小
児
科
入
院
の
再
開
時
期
、

県
立
病
院
と
し
て
の
存
続
に
向
け
た
経

営
改
善
の
数
値
目
標
に
つ
い
て
伺
う
。

病
院
事
業
管
理
者　

が
ん
診
療
機
能
の

強
化
や
救
急
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て

い
く
。
産
科
等
の
再
開
時
期
に
つ
い
て

は
明
言
で
き
な
い
が
、
数
値
目
標
に
つ

い
て
は
、
入
院
患
者
数
の
増
加
を
図
る

な
ど
に
よ
り
、
向
こ
う
三
年
の
間
に
単

年
度
収
支
の
均
衡
を
実
現
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
原
子
力
関
連
企
業
の
隠
ぺ

い
体
質
と
安
全
確
保
、
が
ん
検
診
の
受

診
率
の
抜
本
的
向
上
策
、
子
育
て
世
帯

へ
の
中
古
住
宅
の
提
供
な
ど
も
質
問

　

平
成
十
九
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
五

日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で
十
一
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
お
い
て
、
五
日
に
は
、
知

事
か
ら
公
益
認
定
等
審
議
会
の
組
織
及
び
運

営
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
「
茨
城

県
公
益
認
定
等
審
議
会
条
例
」
な
ど
の
議
案

等
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
日
と
十
一
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
六
名

の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
一
般
質
問
で
は
、
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー

の
早
期
着
工
と
畜
産
試
験
場
跡
地
の
処
分
、

茨
城
交
通
湊
線
存
続
の
た
め
の
対
応
、
利
根

川
下
流
域
の
シ
ジ
ミ
増
殖
、
茨
城
型
地
域
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
、
石
材
産
業
の
振
興

策
、
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。（
二
〜
三
面
に
掲
載
）

　

十
二
日
に
は
、
六
つ
の
常
任
委
員
会
が
開

か
れ
、
付
託
議
案
の
審
議
の
ほ
か
、
首
都
圏

で
の
茨
城
空
港
の
役
割
、
多
重
債
務
者
対
策

で
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
対
応
、
コ
ム
ス

ン
の
利
用
者
へ
の
対
応
策
、
農
業
改
革
の
重

点
、
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
〜
五
面
に
掲
載
）

　

十
一
日
と
十
四
日
に
は
、
財
政
再
建
等
調

査
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、国
に
対
す
る
「
第

二
期
地
方
分
権
改
革
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
発
議
す
る
な
ど
、
本
県
財
政

の
再
建
の
た
め
精
力
的
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
八
面
に
掲
載
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
人
事
、
意

見
書
な
ど
十
九
件
の
議
案
等
が
可
決
、
同
意
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
（
民
主
）  

廃
止
届
が
延
期
さ
れ
た

茨
城
交
通
湊
線
の
存
続
の
た
め
に
は
、

事
業
者
の
経
営
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
利
用
と
行
政
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
存
続
に
向
け
た
県
の
対
応
策
は
。

企
画
部
長　

地
元
で
は
支
援
団
体
が
発

足
し
自
治
会
・
商
店
会
へ
の
回
数
券
販

売
な
ど
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
が
、

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
で
き
る
限
り
の

支
援
を
行
い
存
続
の
気
運
醸
成
、
輸
送

人
員
確
保
に
努
め
る
。
鉄
道
施
設
整
備
、

経
営
支
援
に
つ
い
て
は
県
、
ひ
た
ち
な

か
市
、
事
業
者
の
三
者
で
毎
週
協
議
を

進
め
て
お
り
、
九
月
中
に
は
支
援
策
を

決
定
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

議
員　

多
重
債
務
問
題
は
行
政
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

救
済
に
向
け
た
施
策
を
強
化
す
べ
き
だ

が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

県
も
問
題
の
解
決
は

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
、
庁
内
関
係
課

で
協
議
会
な
ど
の
組
織
化
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
た
。
今
後
組
織
を
早
急
に
立

ち
上
げ
、
庁
内
は
も
と
よ
り
市
町
村
、

弁
護
士
会
な
ど
関
係
機
関
と
も
連
携
を

図
り
総
合
的
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
と
市
町
村
の
役
割
の
明

確
化
と
市
町
村
へ
の
支
援
強
化
策
、
親

自
身
の
意
識
改
革
の
た
め
の
県
民
運
動

な
ど
も
質
問
）

利
根
川
下
流
域
の
シ
ジ
ミ
増
殖
は

漁
業
者
と
協
力
し
な
が
ら

調
査
を
実
施

総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
の
早
期
着
工
、
畜
産
試
験
場
跡
地
の
処
分
は

間
接
リ
ー
ス
制
度
の
導
入
に
よ
る
早
期
処
分
、

全
体
利
活
用
計
画
を
策
定
の
う
え
一
部
売
却
を
検
討

今
定
例
会
の
概
要

茨
城
交
通
湊
線
存
続
の
た
め
の
対
応
は

九
月
中
に
は
支
援
策
を
決
定


